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熱の伝わり方イメージ

(一般塗料の場合)
赤外線
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赤外線
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熱の伝わり方イメージ
(遮熱塗料の場合)

熱の伝わり方イメージ
(断熱コーﾄの場合)

赤外線

赤外輪
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断熱コーﾄの熱伝導率
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熱伝導率とは？
熱移動の起こりやすさを表す係数

単位長さ(厚み)あたりlk(゜C)の温度差があるとき､単位

時間に単位面積を移動する熱量熱電動率が小さいほど移動

する熱量が小さく､熱が伝わりにくいことになるため断熱

性能に優れます。

IQ?吉ﾌ,……。∠ご

Ｊ°○゜○｀‘ＡＪ･覧゛
･

r｀‘'゜りoOこ
|一I

　■断熱ｺHヽｲﾒｰｼﾞ図

ｊａ　　石沢　　‾　゛

－

熱伝導率比較

熱伝滑車測定装置

【遮熱顔料】

ｅ

特殊な趙料です。

【特殊中空バルーン】

有機無機ハイプ|リッドバルーンが鴎伍一一を

低滅させます。

【建物】

断熱コーﾄの優れた遮熱･断鮪効果で冶圀房ぞ9

の節減､省エネ｢こ一献Ｌます。断鮪性能により

内部略一色抑制されます。
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外からの熱を伝わりづらくするの

と同時に､室内の熱が外に逃げて

いくことも防ぎます。

有機無機ハイブリッドバルーンに

より､断熱コートは一般塗料と比

べて熱伝導率を大幅に低く抑えま

す。



平成22年ﾌ月２３日撮影　外気温:38.5℃
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使用塗料:遺熱サビ止めプライマー

　　　　　断熱コート

　　　　　スーパートップ遺骸

S社･研究棟(兵庫県)
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施工前
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施工前と施工後の比較

゛‾iΞii王『 一一外気温
一表面温度

一一幕面温度
　　屋根裏空間温度
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6月１２日

18jo 0.㈲

日時

6刄0 　12:(10

7月１２日

18jo

㎜ ㎜ ㎜ ㎜

　施工前
(6月12日) 34.5°（ 56.8°（ 60.5°（ 52.5で

　施工後
(7月12日)

35.9て 41.4て 40.3て 38.4°C

温度差 一 －15.4て －20.2t －14.1°C

　※今回の屋根裏空間の条件は､屋根と天井の間に設けられた高さ１．４ｍの密室空間

　　での測定結果です｡実際の居室の条件とは異なります。
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一般塗料施工屋根　　:55.4°C　　　　　　　　　。

他社遮熱塗料施工屋根:47.0°c
∃i:その差１７４ｃ

断熱工法施工屋根　　:38.0°C　　　その差　9.0°C

　　　　　　　　　　　(中間温度)

・施工概要/折板屋根(約１,５００｢河｣

■仕　　様/遮熱サビ止めプライマー0.16kg/�

　　　　　　断熱コ一ト　　　　　　0.7kg/�

　　　　　　スーパートップ遮熱　　0.3kg/�

・施工時期/平成20年6月

⑤

・測定条件/施工前と施工後の外気温の最高温度が

　　　　　　同等(約35℃)の日の温度を比較

・測定ポイント/①折板表面温度

　　　　　　　　　②折板裏面温度

　　　　　　　　　③屋根裏空間温度

施工後

省エネ効果について

今回の施工で
①電力削減量:33％　②CO2削減量:0.5t

　　　　　　　　の効果が認められました!!



Kケミカル･工場(茨城県)

・施工概要/折板(アルマネーション仕上面)

・施工時期/平成20年フ月

■仕　　様/エクセルプライマー　0.15kg/�

　　　　　　断熱コート　　　　　1.0kg/�

　　　　　　スーパートップ遮熱白0.3kg/�

特長２

|断熱コート防水工法

０
　
５
　
０
　
５
　
　
５
　
０
　
５
　
０

６
　
５
　
５
　
４
　
4
0
　
３
　
３
　
２
　
２

　
　
　
　
　
　
温
度
（
℃
）

斯聘盛装鮮麗度変化　　トｕｕ
j　　　AくΞﾆ 弐匹‾‾ご“j°1
｜ 口N雫 ,廠

Ｔ

１ 詐X雛 曇　jk

fyy　　fﾉ　V， 貳　　　恥
、片V、/’’y: がΛ　．齢Ｖ。

Ｊ　　　Ｘ－．’ｊ ､一一ｆ　　へ、１　ー　　x、
ゝ

-

刈2朗

辰,Ｇｗａ１３ｒｃ

植公知aj22･c

ｊ

一

剥腿芯日

最高気1駱lj5て
最低匈腿；ｕｔ

ゝ j

-

s月ｎＨ

刄高気温べ旨'C

最低気温１２ｒ£

£
刈1忌日

屁,i;;気1猛心1呪

最低沁猛；24で

￥

Ｓ

2009/7/20 2009/7/26

３０℃前後の日の比較(最高温度)

㎜ ㎜ ㎜

　施工前

(7月26日) 31て 52.6て 40.6て

　施工後

(8月14日) 31で 42.5°C 35.7て

温度差 土oで 一10.1て －4.9°（

2(X)9/8/14

　日付

2009/8/18

３５℃前後の日の比較(最高温度)

㎜ ㎜ ㎜

　施工前
(7月20日) 35°C 56.3°C 44.6°（

　施工後
(8月18日) 36°（ 38.8て 35.3で

温度差 十1で -17.5°（ -9.3て

　　　同じ外気温の日で施工前と施工後の温度を比較した場合に､屋根裏面で10～17℃

………　　鋼板屋根下５０ｃｍの室内温度で5～9℃の遮無／断無効果が認められた。

外部の雨水を遮断し､防水効果を持続します。

ＪＩＳＡ ６９０９透水性B法(規格値0.5m12以下)に適合(Ｏ｡１８ｍｏ

端末テープによる継目処理と伸び率200％の弾性塗膜が外部の雨水を遮断し、

安定した防水効果を発揮します。

①スーバートップ遮熟
②断熱コニト
③●末テープ
④遮熟サビ止めプライマー

塗膜模型
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I I I ･ ･ ･ ･ ･ ■ ･ ･ I ･ ･ I I I I ･ ･

　 　 　 　 　 　 　 　 端 末 テ

ー

プ に よ る 綴 目 処 理

継目端末テープ処理

コート塗装

ﾚ
tj

ﾂﾞlyT三回･、７　じ
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　 　 断 熱 コ

ー

ﾄ 吹 付 け 塗 装
WvWWWyW〃〃A7-Sゝ-XJia搾　　塗縦一面‾⊃√
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　組み合わせる

　ことによって、

高い防水効果を

　発揮します!!

がば

圖

j
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ところで…

漏水の原因は？

漏水の多くの原因は､折

板屋根のつなぎ目から雨

が侵入することでした。

∩匹二
　･j.‘。’，i
●一之7.

折板屋根を繋ぐボルトは､躯体の動きや強風､ねじ劣化

箸で緩みが発生し､ボルトからも漏水する可能性がある。

改修する際は､劣化状況､ゆるみを確認し､それらを処理

した上で､施工を行う必要がある。
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高い防音効果により､雨音などの騒音や衝撃音を

軽減します。
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どのくらい差があるの？

①6dBの音の差とは､4匹の犬が同時に鴫いていたのが、

　3匹鳴きやみ､1匹だけ鴫いているイメージです。

②環境基準法の｢幹線交通を担う道路に近接する空間｣基準値から

　無塗装鋼板屋根は昼間の基準値に該当し、

　断熱コート塗装後は､夜間の基準値に該当します。

ガルバリウム鋼板(未塗装)に比べて

断熱コートー６ｄＢ
(他社防音断熱塗料　－1.7dB)

未塗装､断熱コート塗付

防音効果が得られました。

※A特性とは､音の測定に使用される騒音計の周波数レペルを

　人間の耳の聴覚を考虚した音の大きさの尺度として表したものです

※試験値であり､性能を保証するものではありません。

4⇔4ぱ
４新潟テルサ　　雨音を低滅!なおかつ温度差なんと12.5°C!!(一般塗料施工棟と断熱コート施工棟を比較)

■物件名／新潟テルサ(多目的ホール)

・発注元／新潟市

―

ｅ

・施工目的／遮熱･断熱･雨音軽減

・使用塗料／遮熱サビ止めプライマー

　　　　　　　断熱コート

　　　　　　　スーパートップ遮熱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-･･■■■ｆ

--‘･一･……………-･‥‾7………y………………………………………:'-寸分－

・施工時期/平成21年2月

９

【平成21年8月２０日撮影　外気温:32℃】

　50,1

℃

　47.6

　45,1

　42,6

　40.2

　37,7

　S5,2

　32,7

　30.2

断熱コートは熱エネルギー

となる赤外線を遮熱顔料で

反射し､表面温度の上昇を抑

制します｡さらに特殊中空バ

ルーンが熱伝導率を低減す

るので､建物に伝わる熱エネ

ルギーは小さくなります。

１

う

う

ざ 音楽会やコンサート､演劇などを行うホールなので雨の日､屋根に当たる雨音が

気になっていました｡元々は遮断熱効果を得られればと思い､断熱コートの施工

を決めましたが､実際に雨音も軽減され､雨の日の煩わしさがなくなりました。

圖



特長４ 建物の各部位に塗ることにより､結露を抑制します。

結露とは…

窓ガラス･壁など冷えた物体の表面に､空

気中の水蒸気が回指回し水滴となって付着
　　　　　　　一一一一する現象です。

冷たい飲み物が入ったグラスや冷蔵庫か

ら出したばかりのビール瓶に付いた水滴

やお風呂場の曇った鏡等も､結露と同じメ

カニズムです。

・
　
共
用
廊
下
壁

降雪地帯の集合住宅屋内共用廊下の壁面に塗布したところ､結露による

劣化を抑制することができました。

結露によって梁から落ちる水滴によって駐

車してある車が汚れてしまうこと。

梁から落ちる水滴を抑制でき､借り主からの

苦情が○になった!!

　　　ｾﾛ

＠



特長５

断熱コートシリーズに使われている特殊中空バルーン(有機無機ハイブリッドバルーン)により､熱伝導率を

低く抑えることができます｡このバルーンが熱を伝えない空気の層を作り､保温性を高めています｡そのた

め､建物や設備からの放熱を抑制し､内部の温度を保ちます。

金属容器に１００°Ｃの熱湯を

入れ5分後に温度を比較

断熱コートは断熱性に優れ､５分

経週後も単層弾性に比べて塗膜

表面が熱くなりません。

ノ

ノ

・施工概要:プレハブエ法内･外壁面　・施工時期:平成22年８月

■仕様:外壁･スチップル状仕上､内壁･ユズ肌状仕上

　　　　カチオン浸透エポプライマー…○｡15kg/�
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写真②内壁塗装

その結果

Ｓ

共同住宅改修事務所(プレハブ造)温度測定(冬期)

一断熱施工部屋
一断熱未施工部屋

一一外気温

μ｀－、

叶､､､_　Ｚ＼＿已レ
心　　　　へ/

ゝ、
Vに｀･/’　　　　　　゛

||/30 12/1 (日付)

夜間の最低気温が10°Cを下回る日でも､断熱コートを施工した

部屋では､未施工の部屋よりも5°C程度温度が高い日が多く､暖

房器具を止めても翌朝の冷え込みが少ないことがわかります。

つまり保温効果があり､断熱性能が得られている!!

弊社HPでも保湿性について詳しく説明しております。



特長６
特殊中空バルーンが表面に出る配合により､低汚染|生を実現。

緻密で強靭な塗膜は､汚れを寄せつけません。
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　　　　　　　　　　　　飯熟建材④　　　断熱ｺｰﾄ　；
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　　　　　　　　汚染はほとんどみられません。　　　　　　　　ｌ■

耐汚染陛

特長７

特長８

特長９

特長10
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【試験条件】

断熱コートEXを施工後

3年経過

目立った汚染や破断は見られ

ません。

一一一一一一一万……:-j　-一回・金属板に塗料(白)を標準量塗布(吹付け)し、

か･ﾎﾟ1ﾝﾘ癖郷　　　　　1週間常温乾燥させる。

・塗膜を粉末カーボンに潰潰し､３０秒経過後引き

　上げ､カーボン付着面の半面を濡れウエスで軽く

　拭き取る｡(降雨を想定)

断熱コートは､緻密な塗膜を形成し､熱可塑

性樹脂の特性である高温時の塗膜のベタツ

キも防ぐため､汚れが付きにくい。

シリコン変性アクリルエマルション樹脂を使用した断熱コートは

耐候性に優れ､長期にわたり美観を保ちます。

一液水性タイプでホルムアルデヒド放散量もF★★★★適合、

環境にやさしい塗料です。

建物の北側や湿気の多い場所に発生しやすいカビや藻を防ぎ

長期にわたり建物を守ります。

質感のある艶消の仕上がりです｡艶有仕上がりの場合はトップコートとしてスー

パートップ遮熱または遮熱シリコントップIIを施工することにより可能です。

断熱コートEXは上記性能に加え…
断熱コート

　EXI

断熱コート

　EX2

シロキサン結合とＨＡＬＳ･ＵＶＡの複合効果により、

トップコート不要の高耐候性を実現します。

従来の断熱コートでは5工程必要とされていた屋根の

工法が3工程に短縮可能です｡(耐候性に差が有ります｡)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○



断熱コーﾄ仕様
〈屋根面〉適応下地：波形スレート、トタン､鋼板

　　　　　※コロニアルヘの施工は､塗膜ふくれ､はがれ､建物内部の木腐を生じる可能性がありますので避けて下さい。

Ｕ波形スレート面(推奨仕様)

工　程 材料名 使用量/回(kg/�) 上塗可能時間(23℃) 備　　考

下塗り ｶﾁｵﾝ浸透ｴﾎﾟﾌﾟﾗｲﾏｰ ０．１～０．１５ ２時間以上 原液のまま､中毛ローラー､ハケにて塗布。

主材塗り1 断熱コート ０．３～０．５ 12～72時間
【推奨仕様】

水進水にて下記用量希釈し､エアレススプレー＜□径０．４ｍｍ程度＞･プランジャー式(3～5％希釈)､またはリシンガン

自在タイプ＜口径４ｍｍ程度＞(5～ﾌ％希釈)にて塗布。

【ローラー仕様】

水進水にて３～５％希釈し､多孔質ローラー(細目)にて塗布。
主材塗り2 断熱コート ○､４～０．５ 12～72時間

上塗り1 スーパートップ遮熱 0.15 ４～４８時間 Ａ液:B液＝1:2(重量比)の割合で計量し､ﾄｯﾌﾟ14シンナーにてO～IO％希釈､混合､電動撹押機にて撹拝後､中毛
ローラー､ハケにて塗布。上塗り2 スーパートップ遮熱 0.15 -

EI トタン･鋼板屋根面(推奨仕様)

工　程 材料名 使用量/回(kg/�) 上塗可能時間(23℃) 備　　考

下塗り 遮熱ｻﾋﾞ止めﾌﾟﾗｲﾏｰ 0.16 ６～４８時間
Ａ液:B液＝5:1（重量比）の割合で計量し､ソルエポシンナーにてＯ～１０％希釈､混合､電動撹拝機にて撹拝後､中毛
ローラー､ハケにて塗布。

主材塗り1 断熱コート ０．３～０．５ １２～７２時間
【推奨仕様】

水道水にて下記用量希釈し､エアレススプレー＜口径０．４ｍｍ程度＞･プランジャー式(3～5％希釈)､またはリシンガン

自在タイプ＜口径４ｍｍ程度＞(5～ﾌ％希釈)にて塗布。

【ローラー仕様】

水進水にて3～5％希釈し､多孔質ローラー(細目)にて塗布。
主材塗り2 断熱コート ０．４～０．５ １２～７２時間

上塗り1 スーパートップ遮熱 0.15 ４～４８時間 Ａ液:B液＝1:2(重量比)の割合で計量し､ﾄｯﾌﾟ14シンナーにてO～IO％希釈､混合､電動撹拝機にて撹押後､中毛
ローラー､ハケにて塗布。上塗り２ スーパートップ遮熱 0.15 -

li】防水仕様

工　程 材料名 使用量/回(kg/�) 上塗可能時間(23℃) 備　　考

下塗り 遮熱サビ止めプライマー 0.16 6～48時間
Ａ液:B液＝5:1（重量比）の割合で計量し､ソルエポシンナーにて○～10％希釈､混合､電動撹拝機にて撹押後､中毛
ローラー､ハケにて塗布。

端末テープ - 一 鋼板ジョイン卜部に端末テープを貼り込む｡貼り込む際は転圧する事。

主材塗り1 断熱コート ０．３～０．５ 12～72時間
【推奨仕様】

水進水にて下記用量希釈し､エアレススプレー＜口径０．４ｍｍ程度＞･プランジャー式(3～5％希釈)､またはリシンガン

自在タイプ＜口径４ｍｍ程度＞(5～ﾌ％希釈)にて塗布。

【ローラー仕様】

水進水にて３～５％希釈し､多孔質ローラー(細目)【こて塗布。
主材塗り2 断熱コート ０．４～０．５ 12～72時間

上塗り1 スーパートップ遮熱 0.15 ４～４８時間 Ａ液:B液＝1:2(重量比)の割合で計量し､トップ14シンナーにて○～10％希釈､混合､電勅撰押機にて撰押後､中毛
ローラー､ハケにて塗布。上塗り２ スーパートップ遮熱 ０,１５‘ -

〈壁　面〉適応下地：コンクリート､モルタル､ＰＣａ板､ALC板､スレート板､ケイカル板

　　　　　　※弾性系ｽﾀｯｺ面の使用は､塗膜ふくれの原因となりますので避けてください。

ｎスチップル状仕上

工　程 材料名 使用量/回(kg/�) 上塗可能時間(23℃) 備　　考

下塗り ｶﾁｵﾝ浸透ｴﾎﾟﾌﾞﾗｲﾏｰ 0.1～0.15 ２時間以上 原液のまま､中毛ローラー､ハケにて塗布。

主材塗り１ 断熱コート ０．６～０．８ 4～72時間
水進水にて○～1％希釈し､多孔質ローラーにて塗布。

主材塗り２ 断熱コート ０．６～０．８ ４～７２時間

日ユズ肌状仕上

工　程 材料名 使用量/回(kg/�) 上塗可能時間(23℃) 備　　考

下塗り ｶﾁｵﾝ浸透ｴﾎﾟﾌﾟﾗｲﾏｰ ○』～０．１５ ２時間以上 原液のまま､中毛ローラー､ハケにて塗布。

主材塗り１ 断熱コート ０．３～０．５ 6～72時間 水進水にて下記用量希釈し､エアレススプレー＜口径０．４ｍｍ程度＞･プランジャー式(3～5％希釈)､またはリシ
ンガン自在タイプ＜口径４ｍｍ程度＞(5～ﾌ％希釈)にて塗布。主材塗り２ 断熱コート ０．４～０．５ 6～72時間

・壁紙面(塩ビクロス)：スチップル(小波状仕上)

工　程 材料名 使用量/回(kg/�) 上塗可能時間(23℃) 備　　考

下塗り ｶﾁｵﾝ浸透ｴﾎﾟﾌﾟﾗｲﾏｰ ０．１～０．１５ ２時間以上 原液のまま､中毛ローラー､ハケにて塗布。

主材塗り１ 断熱コート ０,３５～０．５ 4～72時間
水溢水にて○～3％希釈し､多孔質ローラー(細目)にて塗布｡･

主材塗り２ 断熱コート ０．３５～０．５ 4～72時間

※壁紙のはがれ､めくれ､浮き部は専用の接着剤を使用して補修して下さい。

※壁紙の接着力が低下している場合､塩ビクロスの張り合わせなどの端部で塗装後に浮きが発生する恐れがありますので､事前に接着剤で補強(補修)しておくことをお勧めします。

断熱コート用艶有トップコート

＜トップコート仕上､艶有仕上＞ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ仕上､艶有仕上の場合､上塗りを施工します｡ご使用の際は必ず各ｶﾀﾛｸﾞをご参照下さい。

工　程 材料名 系　統 容　童

上塗り
遮熱シリコントップｎ 水性1液反応硬化型アクリルシリコン樹脂系塗料 １５ｋｇ･４ｋｇ

スーパートップ遮熱 強溶剤２液超耐候性ハルスハイブリッド型塗料 １５ｋｇ･６ｋｇ

＠

ソ

フ



断熱コートEX仕様
〈屋根面〉適応下地：波形スレート、トタン､鋼板

　　　　　　※コロニアルヘの施工は､塗膜ふくれ､はがれ､建物内部の木腐を生じる可能性がありますので避けて下さい。

　　　　　　※トップコート仕上､艶有性上の場合はスーパートップ遮熱､遮熱シリコントップHを施工して下さい。

Ｕ波形スレート屋根面(推奨仕様)

工　程 材料名 使用量/回(kg/�) 上塗可能時間(23℃) 備　　考

下塗り ｶﾁｵﾝ浸透ｴﾎﾟﾌﾞﾗｲﾏｰ ０．１～０．１５ ２時間以上 原液のまま､中毛ローラー､ハケにて塗布。

主材塗り1 断熱コートEX ０．３～０,５ 12～72時間 水進水にて下記用量希釈し､エアレススプレー〈口径０．４ｍｍ程度〉･プランジャー式または高粘度品塗装可能ダイヤフラ

ム式(3～5％希釈)､またはリシンガン自在タイプ〈口径４ｍｍ程度〉(５～フ％希釈)にて塗布。主材塗り2 断熱コートEX 0.4～0.5 12～72時間
※吝塗料の使用鶯は標準値です｡屋根材の形状〔倍率〕､下地の状態によって塗回数･使用里が増加する可能性があります。

EIトタン･鋼板屋根面(推奨仕様)

工　程 材料名 使用量/回(kg/�) 上塗可能時間(2屁) 備　　考

下塗り 遮熱サビ止めプライマー ０．１６ 6～48時間
A液:B液＝5:1(重量比)の割合で計量し､ソルエポシンナーにて○～10％希釈､混合､電動撹押機にて撹押後､中毛

ローラー､ハケにて塗布。

主材塗り1 断熱コートEX ０．３～０．５ １２～７２時間
【推奨仕様】
水進水にて下記用量希釈し､エアレススプレー＜口径０．４ｍｍ程度＞･プランジャー式(3～5％希釈)､またはリシンガン自在

タイプ＜口径４ｍｍ程度＞(5～ﾌ％希釈)にて塗布。

【ローラー仕様】

水進水にて3～5％希釈し､多孔質ローラー(細目)にて塗布。
主材塗り２ 断熱コートEX ０．４～０．５ 12～72時間

li】防水仕様

工　程 材料名 使用量/回(kg/�) 上塗可能時間(23℃) 備　　考

下塗り 遮熱サビ止めﾌﾟﾗｲﾏｰ 0.16 6～48時間
A液:B液=5:1（重量比）の割合で計量し､ソルエポシンナーにて○～10％希釈､混合､電勅撰押機にて撹押後､中毛
ローラー､ハケにて塗布。

端末テープ - - 鋼板ジョイン卜部に端末テープを貼り込む｡貼り込む際は転圧する事。

主材塗り1 断熱コートEX 0.3～0.5 12～72時間
【推奨仕様】

水進水にて下記用量希釈し､エアレススプレー＜口径０．４ｍｍ程度＞･プランジャー式(3～5％希釈)､またはリシンガン

自在タイプ＜口径４ｍｍ程度＞(5～ﾌ％希釈)にて塗布。

【ローラ一仕様】

水進水にて３～５％希釈し､多孔質ローラー(細目)【こて塗布。
主材塗り2 断熱コートEX ０．４～０．５ 12～72時間

〈壁　面〉適応下地：コンクリート､モルタル､ＰＣａ板､ALC板､スレート板､ケイカル板等

　　　　　※弾性系スタッコ面への使用は､塗膜ふくれの原因となりますので避けて下さい。

il壁紙面(塩ビクロス)：スチップル(小波状仕上)

工　程 材料名 使用量/回(kg/�) 上塗可能時間(23℃) 備　　考

下塗り ｶﾁｵﾝ浸透ｴﾎﾟﾌﾟﾗｲﾏｰ ０．１～０．１５ ２時間以上 原液のまま､中毛ローラー､ハケにて塗布。

主材塗り1 断熱コートEX ０．３５～０．５ 4～72時間
水進水にて○～3％希釈し､多孔質ローラー(細目)にて塗布。

主材塗り２ 断熱コートEX ０．３５～０．５ 4～72時間

※壁紙のはがれ､めくれ､浮き部は専用の接着剤を使用して補修して下さい。

※壁紙の接着力が低下している場合､塩ビクロスの張り合わせなどの端部で塗装後に浮きが発生する恐れがありますので､事前に接着剤で補強(補修)しておくことをお勤めします。

断熱コート･断熱コートEX共通適応下塗材一覧

工　程 材料名 系　統 適応下地 容　量

下塗り

遮熱サビ止めプライマー 強溶剤2液特殊エポキシ樹脂錆止め塗料 鋼板･トタン面 １８ｋｇ･６ｋｇ

ＨＮＴシリコンワンサビ止めプライマー ターベン可溶1液エポキシ樹脂錆止め塗料 鋼板･トタン･旧塗膜面 １６ｋｇ

水性サビ止めプライマー 水性1液アクリル系錆止め塗料 鋼板･旧塗膜面 １６ｋｇ･３ｋｇ

カチオン浸透エポプライマー 水性1液エポキシ変性カチオン系塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｽﾚｰﾄ面･ｹｲｶﾙ板･PCa板･旧塗距 １５ｋｇ･４ｋｇ

フローンエコプラ速乾 水性2液エポキシ変性反応硬化型塗料 コンクリーﾄ･スレート面･ケイカル板 １２ｋｇ･３ｋｇ

セイフティフィラー 水性1液微弾性フィラー コンクリート･ALC･旧塗膜面 １８ｋｇ



ゆ適応下地

ｏ建築物内外壁面の保護および美装

　　コンクリート､モルタル､ＰＣａ板､ALC板､スレート板､ケイカル板

　　※窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ及びALCの場合､下地の状態によっては､塗膜ふくれ､はがれを

　　　生じる可能性がありますのでご注意ください｡弾性系ｽﾀｯｺ面の使用は､塗膜

　　　ふくれの原因となりますので避けてください。

0波形スレート、トタン、鋼板屋根

　　※コロニアルヘの施工は､塗膜ふくれ､はがれ､建物内部の木屑を生じる可能性が

　　　ありますので避けてください。

４容量･荷姿

　Ｅ冒1110kg石油缶

I闇闇白･淡彩色

　　　　中彩色･濃彩色

※内外装材共通色見本態をご参照下さい。

ゆ塗料性状(色:白)

試　験　項　目 断熱コート 断熱コートEX 試験条件

外　　　　　　観 白色粘稿液 白色粘桐液

粘　　　　　　度 ４０,０００ｍＰａ･ｓ ３８,０００ｍＰａ･ｓ ＢＨ型粘度計､23°C

密　　　　　　度 ０．７５ ０．７５ JIS比重カップ､23°C

貯　蔵　安　定　性 異常なし 異常なし 20-60℃IOサイクル

ゆ塗膜性状･物性

試　験　項　目 断熱コート 断熱コートEX 試験条件

低　温　造　膜　性 異常なし 異常なし ３℃､５００μｍ

鏡　面　光　沢　度 ２ 5以下 入射角60度

隠ぺい率（白） ９０％ ９０％ １５０μｍ

ホルムアルデヒド

放　散　等　級
F★★★★ F★★★★

ＪＩＳＫ５６０１斗1

耐　　　水　　　性 異常なし 異常なし 水道水ﾌ日間浸漬

耐アルカリ性 異常なし 異常なし 飽和水酸化ｶﾙｼｳﾑﾌ日間浸漬

耐　　　酸　　　性 異常なし 異常なし ３％硫酸溶液ﾌ日間浸漬

耐　汚　染　性 良好 かなり良好 粉末カーボン澄清

伸　　　び　　　率 ２１２％ ２００％
２３°Ｃ

促　進　耐　候　性 良好 良好 Ｓ-Ｗ-○-Ｍ　５００時間

熱　伝　導　率 ０．１２Ｗ／ｍ･Ｋ ０．１２Ｗ／ｍ･Ｋ プローブ法ＱＴＭ-Ｄ３

ミ
単層仕様 ０．１８ ０．１８
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遮熱ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟn ０．１５ -一一

ｽｰﾊﾟｰﾄｯﾌﾟ遮熱 ０．１０ -一一

１．コンクリート､=Eルタル面はｐＨ９．５､含水率8％以下になるように20日以上養生し充　フ

　　分乾燥させて下さい。　　　　　　　　　　　　　　　・

２．下地の密着不良部､脆弱､風化箇所｡表面の油､ゴミ､ホコリ､コケ等は､高圧水洗(圧力　８

　　１４．７～１９．６ＭＰａ)､サンダー､ワイヤープラシ等にて取り除いて下さい。

３．ＡＬＣ面､多孔質下地等の粗面､その他素穴等､下地に問題がある場合は､必ずポリマ　９

　　－セメントモルタルで処理して下さい。
４． 下地モルタルの浮き部はハツリ後､ポリマーセメントモルタルにて処理して下さい。

または､エポキシ樹脂を注入し､ピンニングして下さい。

標準としてピンニングは､約25穴/�です。

５．幅０．３ｍｍ以上のクラック部はＵカット後､フローンシーリングを充填し､ポリマーセ

　　メントモルタルにて処理して下さい。

６．帽０．３ｍｍ以下のクラック､素穴､段差の処理は､ポリマーセメントモルタルにて捕

　　修して下さい。
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　　∩塗装環境

１．被塗物の表面温度が5°C以下､湿度日C％以上の場合は､施工は避けて下さい。

２．塗装後翌日まで降雨､降雪等の心配がある場合には､施工は避けて下さい。

３．冬期の施工は夜ｉ､結函の発生が考えられますので､午後3時以降の作業は避けて下さい。

４．夜函､高温度等で被塗物が結露している場合は､ウエス等で拭き取り､乾燥させて

　　から塗装して下さい｡密着不良の原因となります。

F…………下地

５．脆弱層及びゴミ､ホコリ､風化物｡コケ等は､電動ブラシ､ワイヤープラシ等で取り除

　　き､必ず高圧洗浄機(圧力:10～15MP臼)で除去後､充分乾燥させて下さい。

６．１日塗膜(水性､一浪溶剤型､二浪反応型アクリルウレタン系)が全面に残っている場

　　合の改修には､癩前に塗膜の種類を確認し､下塗材の選定を行って下さい。

７．１日塗膜が2掴以上ある場合は､塗膜欠陥の原因となりますので､|日堵膜を完全に除去して下さい。

日、トタンや鋼板屋根などの金属部は､2種ケレンを行って下さい。

フ養生

９．エアレス塗装等､吹付け塗装の場合は､塗料の飛散に充分注意して下さい｡付近の

　　建物､自動車等はあらかじめ養生して下さい｡軒先物は圧力を低下させ､あて板など

　　で養生し､塗装して下さい。

爆裂して内部の鉄部が露出している箇所はケレンし､防錆処理後､ポリマーセメント

モルタルを充墳し､補修して下さい。

窓まわり及び目地部の劣化している既存シーリングは撤去し､フローンシーリングに

て打ち直して下さい。

サッシまわむ)の欠損部は､ポリマーセメントモルタルにて表面を平滑にしてから､フロ

ーンシーリングにて処理して下さい。

１０．シーリング材の上に本材を塗布する場合､使用するシーリング材は､一波ウレタンノ

　　　ンブU－ドタイプ(フローンシーリング)、二液ウレタン系が良好です。

　　　シリコン系は密着不良､油性系はちぢみ､一液ウレタン系､ポﾘサルファイド系､ブチル

　　　系はタックが発生し､汚染の恐れがあります。

１１。 動植物に彰一を及ぼす可能性がありますので､施工時及び施工後の換気を充分に行

　　　って下さい。

１２．気温5°C以下､湿度85％以上の条件下および強風(風速5m/s以上)時の施工は､塗

　　　膜状態に悪彰一を与える恐れがありますので施工を避けて下さい。

□塗装

］２．下塗材の標準使用量および塗回数は､屋根の形状､素地の劣化度合により変化します。

１３．「塗料」は､ご使用前に電動撹拝復等で充分に撹拝してから塗装して下さい。

１４．下塗材に溶剤型塗料を使用する場合の１日の塗装工程は､最大２工程までとして

　　　下さい｡１日の工程がそれ以上の場合には､溶剤保留によるフクレ（サンプリスター）

　　　の原因となります。

１５．標準使用ｇ､塗装間隔及び規定塗り回数を厳守し､一度に厚塗りしないで下さい｡標準

　　　使用量､塗装間隔及び規定塗り回数で仕上げる方が､塗り上がり､耐久性とも向上します。

３６． 吸込みの激しい下地の場合､下塗材を２回以上涸れ色感が出るまで塗布して下さい。

　　　下塗材は乾燥後､養生テープ等で浸透性を確認し､浸透不足等による表層剥離を生

　　　じた場合は再度下塗材を塗装して下さい。

１７．断熱コート・断熱コートEX塗装後､充分に乾燥し､強度が出現していることを確認して

　　　から､次工程を行って下さい。また､断熱コート･断熱コートFX塗装後､硬い靴での歩

　　　行や無理な負荷を与えると膿腫破壊の原因となりますので､靴の裏面に布テープを貼

　　　るなど､充分注意して下さい。

１８．

４０．塗料のミストが自動車､ガラス､アルミサッシ等に付着した場合は､すぐにウエス等で　　１９

　　　拭き取って下さい｡特に自動車に付着した場合は､ただちに水洗いして下さい。
１１

塗装時､塗装後に塗装画に重量物を圓かないで下さい｡また､吹付け時の無理なホー

スの引き擦りは､塗膜破壊の原因となりますので､充分注意して下さい。

断熱コート･断熱コートEX塗装時及び乾燥過程で15°Cを下回るような条件の場合は、

乾燥時間を24時間以上充分にとり､乾燥状態を確認後､次工程を行って下さい。

Js■－ld●‾ミＩﾐ“-＝Jd●乾燥した塗料のミストは､ラッカーシンナー等で傷つけないよう拭き取って下さい。　２０．動相物に影唇を及ぼす可能性がありますので､施工時及び施工後の換気を充分に行

１
２
３
４

容器からこぼれた場合には､砂などを散布した後処理して下さい。

取扱い後は､手洗いおよびうがいを充分に行って下さい。

目に入った場合には､多量の水で洗い､できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。

誤って飲み込んだ場合には､できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。

　って下さい。

５．フタをしっかりと閉め､一定の場所を定めて貯蔵して下さい。

６、子供の手の届かないところに保管して下さい。

フ。廃棄する時は､産業廃棄物として処理して下さい。

恚ご注意ご使用前に各商品の容器に記載されている注意事項をご確認下さい。詳細な内容が必要な場合には､安全データシート〔ｓDｓ〕をご参照下さい。

●お問い合わせは‥‥‥

勉端

｡
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　　　包紙犯0認可1紙

L加i]東日本塗料株式会社　懇願
本　　社/〒124-0006東京都葛飾区堀切3-25-18 TEL.03(3693)0851(代)FAX.03(3697)2306

埼玉工場/〒347-0017埼玉県加須市南篠崎ト13 TEL.0480(65)1引5(代)FAX.0480(65)1518

仙台営業所/〒983-0045仙台市営城野区宮城野ﾄ今20 TEし.022(291)7372(代)FAX､022(291)7320

新潟営業所/〒950-0871新潟市東区山木戸3-7-9 TEL.025(273)5749(代)FAX.025(274)6730

静岡営業所/〒422-8037静岡市駿河区下島128-I TEL.054(238)8061(代)FAX.054(238)8063

※製品改良のため､予告なく仕様､性能､カタログ内容を変更する場合があります。

※諸官公庁等の特記仕様がある場合には､それを最優先して下さい。
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